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住宅内部での個人体験の常時受動閲覧による人の記憶の拡張

美 崎 薫 河 野 恭 之

本研究では，個人体験をディジタル化し，記憶想起活動を支援する場として住宅を記憶媒体とする

実験を行った 住宅内部に大量のストレージを内蔵し，個人の「見たもの」「書いたもの」をスチル画

像化して蓄積，それを整理しブラウジングする環境を構築した この 万枚に及ぶ膨大なスチル画

像を多数のディスプレイ上に並列にスライドショウ表示し，ユーザが住宅内で常時それらの画像を受

動的に閲覧することにより記憶想起活動が活性化することを確認した．

は じ め に

ユビキタス ウェアラブルの時代を迎え，記憶媒体

（ストレージ）の小型化，大容量化，ディジタルスチル

カメラの安価化，携帯電話へのカメラの搭載， な

どにより，記録のディジタル化が加速している ．こ

れらは，いわゆる「生涯記録」を可能にする技術と位

置づけることができる．「生涯記録」とは，本稿では，

人間の五感（のうち特にコンピュータで扱いやすい映

像，写真，音）を記録することと位置付ける ．計算

機の次世代の応用として，人の生涯に渡る体験をディ

ジタル化・記録し，その体験をふり返ることを支援す

ることで人の記憶を拡張し，日常生活を豊かにするこ

とが期待される ．前記のように生涯記録の要素デー

タを収集するためのデバイスは豊富になったが，ある

人の体験を記録し記憶を拡張するためには，それま

での生涯をディジタル化した膨大なデータの蓄積，閲

覧の実践に基づく方式提案が必要である．そこで本研

究では，個人体験をディジタル化し記憶想起・探索活

動を支援する場として，住宅を記憶媒体とする実験を
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行った．

人は従来より，文章や絵画，写真などの形で紙をは

じめとする媒体に記録することで自らの体験を保存・

運搬可能な形式に変換してきた．そして保存された体

験記録の閲覧をトリガとし，記録した体験を思い返し

てきた．このトリガの閲覧，体験の想起を日常的に繰

り返し行うことが，各々の体験に関する記憶を詳細化

すると共に他の記憶との関連付けを精緻化していると

考えられる．精緻化し関連付けられた体験は，新たな

体験想起のトリガとなる．従来の紙を中心とする体験

記録は，その蓄積に多大な収納場所を要する上に，そ

の閲覧にも対象メディア（書籍やアルバム）を「取り

出して」「開く（閲覧する）」というプロセスを要して

いた．ディジタル化された体験記録は従来メディアと

比較して要する物理的空間が圧倒的に小さいが，やは

り能動的な閲覧操作を必要としていた．そこで，一般

に人が最も多い時間を過ごす空間である自宅，すなわ

ち住宅を生涯記録蓄積の媒体とすると共に，その住人

が日常生活の中で上記のような想起のきっかけを違和

感なく受けられる環境を考える．具体的には，可能な

かぎりディジタル技術を日常生活のなかに違和感なく

融合した住宅を「個人体験記憶・想起支援住宅」と呼

称し（以降「記憶する住宅」と略記する），「記憶する

住宅」内部の多数のディスプレイに生涯記録の情報を
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常時スライドショウで表示することとする．本論文で

はこの受動的な閲覧環境内に居住しディジタル化され

た生涯記録を日常的に閲覧することにより，上記の閲

覧 想起 精緻化サイクルが励起される（以降，これを

記憶拡張と呼ぶ）ことを示す．

本稿の第 著者（以降，筆者と記述）を被験者とし，

筆者がこれまでに「見たもの」「書いたもの」を，高

解像度のスキャナ，ディジタルカメラ等を用いて，月

平均 万枚のペースでディジタル化している．作業は

年に開始し， 年 月までに， 万件の画

像アーカイヴを蓄積し終えた．これを，住宅内部の主

要な滞在場所から見られることを目標として，システ

ムを構築した．現状は，書斎およびリビングに配置さ

れている埋め込みディスプレイでの閲覧が可能である．

巨大なディジタルアーカイヴから記憶想起・探索活

動を支援する手法として，スチル画像のスライドショ

ウを日常活動において常時行うことを提案する ．

万件の画像データは， 枚を 秒ずつ表示して， 日に

時間程度閲覧する場合で，一巡するのに 日程度

かかる．仮に一生涯見たものをすべて記録できるとす

ると，それを閲覧するためには，もう一生涯かかるこ

とになる．著者らは，人が日常において多くの時間を

リラックスした状態で過ごす住宅において想起のきっ

かけとなる視覚的な刺激を複数のディスプレイより提

示することが，刺激に対して想起された体験を精緻化

する行動，すなわち詳細の記述，及び関連情報の検索

と相互関連付けを誘起すると考えている．壁掛け，埋

め込み等のディスプレイは，身体より遠い位置に配置

されることが多いため，同時に複数台のディスプレイ

でスライドショウを行っても，視界の妨げや日常活動

の邪魔になることは少ない．また著者らは，ユーザが

刺激を閲覧してから想起内容の探索活動，詳細記述，

関連付けなどの精緻化活動を短時間で開始できる住宅

環境が，記憶拡張を促すと考えている．本研究では，

これらの仮定を検証するために構築環境における筆者

の活動ログを分析した．その結果， 年 月に開

始した構築環境における複数台のディスプレイを用い

た生涯記録のスライドショウ提示を境に，上記精緻化

活動が活性化したことが検出された．これにより生涯

記録の受動閲覧が記憶拡張（想起と精緻化）を促すこ

とを確認した．

「記憶する住宅」プロジェクト

生涯記録の概要

「生涯記録」を蓄積しブラウジングする道具とし

て，筆者の自宅を改造する形で「記憶する住宅」のプ

ロトタイプを構築した．既に述べたように，「記憶する

住宅」に蓄積された筆者の生涯記録は，筆者がこれま

でに「見たもの」「書いたもの」のうち，実物もしく

はディジタルデータとして現存していたものであり，

年 月時点で 万枚のスチル画像等で構成さ

れている．

「見たもの」とは主に， 筆者が撮影した写真な

どのスチル画像，及び 書籍，コミック，雑誌，チ

ラシ，教科書，手紙等の紙媒体上の情報である．後者

についてはスキャナ等を利用して各ページを 枚の画

像ファイルとしてディジタル化した．「書いたもの」と

は筆者が記述した日記，手紙，テスト用紙，手帳，原

稿等であり，同様に紙媒体上の情報は画像データとし

てディジタル化した．これらは，筆者が執筆する原稿

や日記などのテキストデータとの間に相互にリンクを

張り，注釈テキストを追記するなどの日常的な活動に

より，スチル画像とは別個に約 個の日記ファ

イルと約 万のリンクからなる巨大なハイパーリン

ク構造のインデックスを構成している．このハイパー

リンク構造は ファイルシステムの実身 仮身

モデルを用いて実現されており，名前の付けられた仮

身をダブルクリックすることでリンクを辿ることがで

き，また主にキーワード検索と，日付，地名・施設名，

人物名，筆者が設定した分類カテゴリによって区分さ

れたフォルダ階層構造を手動でブラウズすることで求

める特定のデータを探索している．

住宅内部への記録・閲覧機材の埋め込み

「記憶する住宅」は，図 ，図 のように多数のディ

スプレイを日常的な風景のなかに融合し，ストレージ

を床下等の見えない場所に埋め込み，生活の場から

日常生活に直接必要のない書籍・書類の実体，計算機

や 機器，入力デバイス，ケーブルなどを排除する

ことを目的とした住宅である．このために，既存の書

籍，書類データをすべてディジタルアーカイヴする作

業を行い， ・ 機器を統合して床下などに格納

し，ケーブル配線を見えないように配置している．

で述べた生涯記録を蓄積するストレージも床下に埋め

込まれ，上記のそれぞれのディスプレイに対応付けら

れた （これらも床下等に埋め込まれている）から

経由でアクセス可能である．

表示装置は住宅の中でも筆者の滞在時間が長い

書斎と リビングを中心に設置した．図 に示す

ように，書斎内には机上に 面（ インチ，

インチ， インチ），本棚に 面（ イ

ンチ， インチ），壁面に 面（ インチ，

下端が床上 ）の合計 面あり，机に向かって
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図 埋め込みディスプレイ

図 リビングでの埋め込み環境

着座した状態でほぼ目の高さにあり，各々に振り向け

ば筆者に正対するよう配置している．また図 に示す

ように，リビング内にはダイニングカウンター上に

面（ インチ），ダイニングカウンター横の壁面

に 面（ インチ，下端が床上 ，図 参

照），窓にロール式のスクリーン（ インチ）の

面あり，ダイニングテーブルに向かって着座した状

態で，筆者に正対するよう配置している．更にトイレ

内にもノート （ インチ）が置かれている．

「記憶する住宅」は，住宅内部に「記憶」されてい

る居住者個人の生涯記録データをスライドショウによ

り常時提示することによって，体験想起活動を刺激し

促すことを象徴的に示すための呼称である．手がかり

が，目標とする情報の解読の文脈的状況と一致するほ

ど，記憶検索に有効であるという符号化特定性原理が

知られている ．著者らは既に，実世界対象物又はそ

の対象物を撮影した画像と，対象物が関係する体験記

録映像との直接的な関連付けが，符号化特定性原理を

図 書斎のディスプレイ配置

図 リビング等のディスプレイ配置

継承していることを実験により示している ．この

ことから，ある人のある体験に関連する「モノ」の画

像の提示が刺激となり，その体験に関連する記憶をそ

の人が検索し・復元する想起活動を促すと考えられる．

受動閲覧が提示情報に関連する体験の想起を促し，そ

の体験に関する生涯記録を精緻化すれば，既に述べた

閲覧 想起 精緻化のサイクルに正のフィードバックが

かかると考えられる．手がかりを与えると，その手が

かりに合致する自伝的記憶の循環的検索が活性化する

ことが数多く報告されている ．精緻化サイクルが活
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性化されれば，その結果としてのテキスト記述量及び

ハイパーリンク数が共に増大すると考えられる． で

は，「記憶する住宅」内での筆者の活動履歴データを分

析することで，受動閲覧が記憶拡張を促すという仮説

を検証する．

受動閲覧による記憶拡張

受動閲覧環境の構築過程

「記憶する住宅」の運用は 年から始まり，全

データアーカイヴを進めるのと並行してストレージの

追加，埋め込みディスプレイの設置などを行った．

万件に達したディジタルスチル画像は，書籍等のタイ

トルごとにフォルダを作り，年 月 日で順番に整理し

た．あわせて， 環境のハイパーテキストシス

テムを用いて，アーカイヴに関するインデックスを作

成した．

紙媒体のスキャニングを外部に順に依頼する形で生

涯記録の構築は徐々に行われた．筆者は当初フォルダ

を能動的に指定して，そのフォルダに格納された画像

ファイルをサムネイル表示させることで，生涯記録 画

像データ の確認・閲覧を行っていた．画像の枚数が

増加して 万枚を越えた頃からフォルダの指定が煩

雑となり，確認・閲覧作業に困難を感じ始めた．そこ

で 年 月より，全画面表示させた画像を一定時

間ごとに自動的に切り替えるスライドショウによる受

動的な閲覧形式に移行した．

スライドショウは， 枚ずつディジタルスチル画像

ファイルを順に表示する ，ランダム表

示する セーバー を，それぞれの作者の協力

により，「記憶する住宅」用にカスタムして使用した．

は，「次」の画像をサムネイル表示，フォ

ルダの 枚目の画像を表示するフォルダジャンプ（表

紙ジャンプ）機能を追加し，主としてシーケンシャル

なデータを見るのに使用している．図 の セー

バーは表示ログファイル保存機能を追加し，主として

ランダムなデータを見るのに使用している．連続性を

重視した書物の場合は，ページがランダムに表示され

ると混乱するが，写真などの場合には，逆に想起を誘

発する．

こうしたツールを用いてディジタルスチル画像を受

動閲覧しながら，想起された「過去」に関して，随時

関連する日記テキストを記述した．日記は年間単位で

記述し，文章量が多くなると適宜月単位に分割した．

分割に際しては，スクロールをしなくてすむように一

覧性を考え，ディスプレイ上で 画面に入るかどうか

を分割すべき文章量か否かの基準とした．

図 セーバー

過去日記の増加過程

記述時点よりも一定期間以上遡った筆者の過去に関

する体験を記述した日記を「過去日記」と呼ぶこと

にする．「過去日記」であるかどうかは，一義的には

日記のファイル名と，日記の生成年月が一致している

かどうかで判断できる．つまり，「 」という日

記ファイルを に作成していれば，それは

「同時代日記」であり，「 」という日記ファイ

ルを に作成していれば，それは「過去日

記」であると考えられる．ただし，本稿では，生成年

月以外に，運用を参考にしながら，より厳密に「過去

日記」を位置付けた．

筆者は， ～ のワードプロセッサ機

時代， ～ 年ごろの 時代， 年

以降現在までの 時代に，継続して日記を記

述している．これらは，「記憶する住宅」やディジタル

スキャンの進行にあわせて，随時ハイパーテキストに

統合されている．

このうち，ワードプロセッサ時代， 時代に同

時代ファイルとして作成され後に統合された日記は日

記生成年はファイル名と一致していないが，記載時代

は同時期に行っているため，「同時代日記」とみなし

て「過去日記」には数えなかった．既に述べたように，

にスライドショウによる受動閲覧を開始して

いるが，同年 月 日に取られていたバックアップ

データと比較すると，スライドショウ開始前とその後

で次のような過去日記の記述傾向の変化が見られた．

【 以前】

合計して 個の日記ファイルを作成していた．うち

個 が「過去日記」であった． 個のいわゆ

る「過去日記」のうち，月単位の分割はなかった．

【 以降】
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図 「 年の過去日記」．記述中の【 】はあとから書き加えた

ことを示し，【 】内の短冊の文字は，記述を書き加えた日時を

示す．日時はほぼ 年 月以降で占められる．

合計して 個の日記ファイルを作成している．うち

個 が過去日記である（図 ）．この 個の

過去日記ファイルのうち， 個 が月単位の分

割である．

受動閲覧による閲覧 探索 精緻化サイクルの

活性化

画像中には多種多様な情報が含まれている．たとえ

ば 枚のディジタル写真には，撮影者の撮影意図に基

づく被写体だけでなく，周囲の光景などの周辺情報が

含まれているものである． × ピクセル程度の

サムネイル画像とは異なり， × ，あるいは

× ピクセルのディスプレイに全画面で表示

されるスライドショウ画像では，実物と遜色ない状態

で，周辺情報を克明に読みとることができる．

スライドショウを日常的に繰り返し閲覧することで

撮影時，すなわち体験時には気付かなかったそれらの

周辺情報を追体験することにより過去への想起が加速

し，自らの過去を探索し記述する行為が誘起された．

具体的には，自らの過去に関して記述した「過去日記」

の記述の詳細度，記述量が増大すると共に，過去日記

のファイル分割を行う期間単位が短縮，詳細化された．

前記ハイパーリンク構造内のリンク数にも増大が見

られた．図 は自宅での執筆活動を生業とする筆者が

記述したテキストのうち，「過去日記」に属するテキス

トデータ量の推移を示している．「合計ファイル容量」

とは，ある月に生成された過去日記ファイルの容量を

示し，「ファイル容量累計」は「過去日記」に属するテ

キストデータ量の累計，すなわち横軸の各時期におけ

る過去日記の累積記述量を示す．図 はこれらのテキ

スト内に起点をもつハイパーリンク数の推移である．

これらの図から明らかなように， 年 月のスラ

イドショウ開始時期を境に過去に関する記述量，また

図 生成年月による過去日記のファイル容量累計推移

図 生成年月によるリンク数累計推移

過去の情報を参照する行為が爆発的に増加している．

具体的には， を境に，過去日記の累積記

述量が約 倍に増大している．

サムネイルで閲覧していた第 回のディジタルデー

タ到着 前後においては過去参照活動が活性

化したとはいえない．すなわちディジタルデータの到

着は活性化の契機とはならず，実際にスライドショウ

で，「日常的に閲覧する」ことのほうが重要であったこ

とがわかる．単にディジタルデータ化するだけでは，

書棚に本を格納したまま死蔵するのと同じであり，活

用するためには，スライドショウで日常的に表示され

る画像を横目で見る行為が有効であったと考えられる．

従来受動的と考えられていたスライドショウは，コン

テンツの数によっては，能動的たりうるのである．

スライドショウによって，記憶が想起されるため，
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記述量が増加すると共に記述の詳細さが増している．

既に述べたようにスライドショウ開始前には月単位の

日記ファイル分割が見られなかったのに対し，月単位

に分割されたファイルが 年の 月には 個に

増加している．スライドショウ開始の 以

降，作成するファイルの が過去に関連するものと

なった．スライドショウおよび日記によって，過去を

追体験していると考えられる．これを「過去が甦って

いる」と呼称する．「過去が甦る体験」とは，一義的に

は過去を参照した記述とリンクを付与する行為，及び

実世界，もしくは計算機環境において過去を参照する

ための情報収集する行為をいう．スライドショウを見，

過去を参照した記述をし，コメントとしてのリンクを

付与することにより，あたかも過去を追体験するかの

ような感覚を得ている．それらが「日常的に見る」 ス

ライドショウ により爆発的に増加した．

引き続き運用を続けた結果，過去の記録を受動的に

閲覧することで思わぬ「類似性」を発見し，それによっ

て豊かな気持ちを味わうという副次的な効果も散見さ

れた．例えば，ある漫画家のイラスト集と雑誌，初期

の作品がばらばらの時期にディジタル化されていたが，

イラスト集には本来あるべき書誌情報が欠落していた

ため，初出情報を得ることができずにいた．スライド

ショウでそれらの画像を閲覧することによってイラス

ト集に収録されていたイラストが，雑誌の表紙に使わ

れていたことを再発見し，初出情報，すなわち初出の

出版物の名称と発行日 発売日が明らかとなり，その

日に対応する過去日記記述の追加につながった．これ

は，大画面でのスライドショウが，ユーザの注意力を

喚起し，時に画像を静止させて細部をまじまじと観察

するという作業を訓練する方法となりうる可能性を示

唆する．このようにスライドショウは，死蔵されやす

い紙や細部に注意の及びにくいサムネイルよりも「小

さな発見」を喚起しやすく，紙を超える表現力を実現

できる可能性があると考えられる． 万件のスライド

ショウによって，このような「小さな発見」は 回

程度見られた．なかには，過去の情報から近未来の予

測へと展開することも可能なことがあった．

密なハイパーリンク構造を基盤とした探索活動

で述べたように，ある画像を受動閲覧すること

に端を発する探索，精緻化活動は， キーワード検

索， フォルダ階層構造の手動ブラウズ， 名前

付けられたリンクを辿るという能動的な操作によって

行われている．特に他のデータと関連付けられていな

い画像を基点とする場合，筆者が想起したキーワード

を用いて検索を行い，そのキーワードが既にリンク名

（仮身がリンクしている先の実身名）の一部であれば

その仮身からハイパーリンク構造を辿るか，又は検索

キーワードを含む日記テキスト中にある仮身を辿る形

での探索活動が多く行われている．このため，探索活

動をスムーズに行い新たな発見を生涯記録に取り込む

ためには密なハイパーリンク構造が重要となる．

日常的な探索活動に伴う記述の詳細化の結果，

で述べたように，約 個の日記ファイル（実身）

と約 個の名前付きリンク（仮身）からなる巨

大なハイパーリンク構造が構築されている．上記のリ

ンク名を手動で分類したところ，下記の 種類に属す

るキーワードがリンク名に含まれていることがわかっ

た．

日付，及び 又は時刻

人名，及び 又は団体名

作品名，記事見出し

プロジェクト名

スケジュール情報（参加イベント名称等）

位置情報（地名等）

各々のリンク名には上記 つのトップカテゴリのうち

の少なくとも つの情報が含まれており，「○○プロ

ジェクトの××さん」，「○○月××日の△△学会」な

どのように複数のカテゴリに属するキーワードの組み

合わせとなっているものが少なくない．更に，上記約

個もの密なリンクが張られていることにより，

例えば「スケジュール」というトップカテゴリから

ホップ以内で全実身の に到達することができる

ようになっている．このような密なハイパーリンク構

造が構築されていることで過去探索活動の効率が向上

し，それが記述の精緻化を更に促進していると考えら

れる．

例えば提案環境において筆者は，ある コミック

において終末の恐怖を演出するために用いられていた

文様，化粧が，アフリカのヌバ族が美の象徴として実

際に彼らの身体に施していたペインティングをモチー

フにデザインされたものであるらしいことを発見し

た．この発見はヌバ族に関する写真集の画像データ閲

覧の際に提示ログ情報に付与したキーワードを，上記

コミックの画像閲覧がトリガとなって思い出して検索

し，キーワード付与の日付の情報から のタイプの

リンクを辿ることで見出したものである．

関 連 研 究

は，種々の形式で様々なデータ

ソースに散在している個人の日常生活に属する情報

を収集して容易に取り扱い可能な形式に変換する方法
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や，個人の興味を引く断片情報に簡単にアクセスでき

る索引付け方法の開発などに取り組んでいる研究プロ

ジェクトであり， 社の将来の のデータ

ベース ファイルシステムの設計と要素技術の開発を

目的としている．同プロジェクトの中でプロジェクト

リーダーの が自身に関する集められる限

りの情報（著書，読んだ本，聴いた ，電子メール，

電話による通話，留守電メッセージ， 番組，アク

セスした ページなど）をディジタル化したコン

テンツを蓄積すると共に，それらを検索可能にするた

めの索引付けを手動で行う実験を行っている．その蓄

積ペースを比較すると，表 のようになる．

「記憶する住宅」のほうが，静止画の比重が格段に

高い．筆者がこれまでの生涯で蓄えた膨大な紙資料の

ディジタル化は， の 倍のペースで進

行中である．この分量の画像データの検索は通常の方

法では困難であり，「記憶する住宅」ではブラウジング

時に気付いたことをハイパーテキストとして記述する

ことにより，検索用のキーワードを与えることとして

いる．これにより，個人が目にして蓄える膨大な画像

情報を中心とした生涯記録の現実的なブラウジングを

可能としている．また， は頭部装着型ビ

デオカメラなどから常時得られるマルチメディアデー

タの検索性を向上するための自動索引付け技術などの

構築に主眼があるが ，「記憶する住宅」では，記憶

拡張のトリガを与えることに主眼を置いている．

は，ウェアラブルのカメラを首から下げて

タイマーで自動撮影して，生活の断片を記録し，それ

を統合することで生活感を表現するプロジェクトであ

る ．間隔は 分の 通りで，デバイ

スの制約から，解像度は × ピクセル

となっている．「記憶する住宅」では，筆者自身がカメ

ラを常時携帯し， 万画素 × ピクセル

で 日 枚撮影することとしている．枚数レベルで

はこれは において 分おきに撮影したのに

匹敵する．また，高画質であるため，細部に記憶を甦

らせるマテリアルを記録できる．記憶が細部に宿るの

であれば，高画素である必要がある．

表 との比較

記憶する住宅

メール 日 通 通

ページ 日 ページ ページ

紙 枚 日 万枚 月

写真 日 枚 枚

音声 時間分 日 なし

今後の展開

本稿では，個人体験をディジタル化・蓄積して住居

内で常時受動的に閲覧でき，また個人活動の能動的な

記録との間にハイパーリンクを張り巡らせられる環境

「記憶する住宅」を構築した．具体的には，個人がそ

の人生において「見たもの」「書いたもの」をスチル

画像としてディジタル化し，その個人の住居を記憶媒

体として蓄積すると共に，住居内の種々の場所に設置

したディスプレイに常時スライドショウ表示すること

で，居住者はその「生涯記録」を受動的に眺めること

ができる．筆者の環境において， 万枚を超えるス

チル画像と，過去に関して記述した「過去日記」を含

む 万ファイルを超えるテキストデータとが構築され

た．テキストデータの間に 万を超える相互リンク

が構成されており， 万枚の画像へのインデックスを

兼ねている．この日常的かつ能動的な活動の成果であ

る過去日記の記述，ハイパーリンク構造の構築過程を

分析することで，常時スライドショウによる受動的閲

覧が，個人の記憶拡張のトリガとなることを示した．

本研究の被験者でもある筆者は実験環境である「記

憶する住宅」内での執筆活動を生業としており，覚醒

している時間の多くを自宅で過ごす上に計算機に向

かって記述することが日常の一部となっている．この

ため自宅を閲覧環境とすることが日常的な閲覧につな

がり，強い記憶拡張効果をもたらしたと考えられる．

受動閲覧環境として自宅が最適の場であるか否かの検

証は，より多くの実践例を待つ必要がある．しかしな

がら既に述べたように多くの人がその日常のリラック

スした時間のかなりの部分を，個人差はあるものの過

ごすと共に，各個人のプライバシを保つことができる

高精細表示デバイスを外出先で提供することが現状で

は困難であると考えられ，提示デバイスを住宅内に配

置するのが現実的な日常運用形態であると著者らは考

えている．今後，外出先，勤務先等においても生涯に

わたる体験記録を常時受動閲覧でき，かつ閲覧した体

験記録に対してその場で注釈付けできる環境が提供で

きれば，本実験で示したのと類似する効果を上げられ

る可能性がある．

今回，個人の記憶拡張に焦点を当て，被験者を筆者

名に限定した環境設定と実践を行ったが，本来，住

宅というものは複数の人が家族として居住し生活を共

にするものである．このため住宅内にはあるメンバー

がほぼ独占的に占有する空間から，家族全員が完全に

共有する空間まで種々の占有レベルとそれに応じたメ

ンバー内での明示的 暗黙の使用ルールが存在する．い



情報処理学会論文誌

わゆる「思い出」に属するコンテンツに関しても，例

えば家族全員が使用するリビングには家族の写真を飾

る，家族一人のみの趣味に属するポスター等を掲示し

ないなど，個々の家族なりの社会性が要求される．住

宅を生涯記録のストレージとして実運用するためには，

例えば家族の共有空間では共有しても構わない，もし

くは積極的に共有するコンテンツのみを提示するなど

の制御が必要となるであろう．

ディジタル化作業は現在も継続中で，月平均 万枚

ずつ増加している．今後 年程度で， 万件程度を

蓄積する予定であり，これで 世紀後半生まれの一

人の人間が生涯に見たものの全貌を明らかにできるか

もしれない．あわせて，過去のすべてを時系列にマッ

ピングし特定する作業を続ける．資料の棄却や環境の

変化により再獲得できない生涯記録もあり，周辺情報

からできるだけ復元する必要がある．元の姿をとどめ

ているところを探して，現在のその場の写真を撮って

くることで，過去の記憶を補完する．

スチル写真が撮影されるためには，撮影者が「撮る」

という意思をもつ必要がある．このため体験時に気に

も留めていなかったがその後に重要になったイベント

や，体験時に体験を優先したようなイベントは記録に

残っていないことが多い．ユーザ視点画像を取得可能

なヘッドマウントカメラを装着し，常時それぞれの生

涯を記録するアプローチが必要となる．反面，既に述

べたように記録された動画像を閲覧するには時間を要

する上に，周辺情報を見落としがちになる．このため，

体験時だけでなく事後にも自己の体験を抽出し整理で

きる環境を整える必要がある ．

生涯記録の閲覧は，画像中に含まれるイベントやそ

の解釈内容によって，意識に強力な影響を及ぼす．た

とえば，不快な体験に関する記録は，通常閲覧したく

ないものである．しかしながら，あるイベントに対す

る体験者の評価，例えば快，不快の感情は常に一定で

はない．そのため，体験時の感情と閲覧時の感情を勘

案し閲覧画像を選択するしくみが必要である ．

現時点で構築されているハイパーリンクは，テキス

ト→画像の一方向とテキスト相互間に限られている．

今後，閲覧者（体験者）自身の内的な意味づけにより画

像間にリンクを張るだけでなく，種々の実世界対象を

含んだリンク構造を構築することを検討する ．

万件を記憶のままにハイパーリンク化してたどれるこ

とによる，想起への影響を検証する．

現時点では，ストレージ，ディスプレイ等のサイズ

に制約があるため，住宅内部での閲覧にとどまってい

るが，ユーザ視点画像を常時取得可能なヘッドマウン

トカメラ，及びユーザへの情報提供が常時可能なウェ

アラブルデバイスなどを利用し，位置情報も取得し，

その場に即した過去情報を表示する等のデータベース

の整備を行うことで，より効率的に「その場」「いま・

ここ」の必要性に応じて記憶をサポート環境の構築も

併せて検討する．
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